農村民泊を事前指導される先生方へ
農泊を実践する前に読んでおきたい

国東の田舎事情

平成22年12月

国東市子ども農村民泊体験協議会
１．国東市の農村民泊受入家庭分布状況
　国東市内で簡易宿所として許可を受け、学校団体を中心に農村民泊（体験活動を行う農家民宿）を実施している受入家庭26軒は、以下のように分布しており、児童・生徒の受入可能人数は125名である。

国東市内の農家民宿分布図
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国見地区の月別平均降水量と気温
	
	１月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月

	降水量
	53.5
	69.3
	128.7
	121.7
	146.9
	283.0
	247.8
	154.5
	185.5
	104.5
	57.2
	34.5

	平均気温
	5.8
	5.8
	8.7
	13.5
	17.8
	21.7
	25.6
	26.5
	23.0
	17.8
	16.7
	11.9

	最高気温
	8.9
	9.2
	12.5
	17.8
	22.3
	25.5
	29.2
	30.3
	26.7
	21.8
	16.7
	11.7

	最低気温
	2.4
	2.1
	4.6
	8.8
	13.4
	18.3
	22.5
	23.3
	19.8
	13.9
	9.2
	4.5


気象庁ホームページより　　
2． 国東半島の地形と気候
　国東半島は半径15kmのほぼ円形をなし、瀬戸内西部に突出している。中心部には休火山の両子山（標高721m）があり、頂上から円錐形的な地形をなし、放射状に谷が発達している。地形と地質はバラエティに富んでおり、印象的な風景が見られる。山地部では耶馬渓式風景、溶岩台地、溶岩円頂丘、海岸部ではリアス式海岸や砂浜海岸で形成され、瀬戸内海国立公園および国東半島自然公園に指定されている。（※①）
　気候は「瀬戸内型」と言われるが、その特徴は降水量が少ないことと、「海陸風」や「山谷風」など局地的な地形による風が卓越することである。（※②）
　大分県の年平均降水量が約2,000mなのに対し、国東半島の沿岸部では1,500m位と25％程の差がある。山地の方に向って次第に増加し、赤根温泉辺りで1,700mになる。中央山地では、年間1,650mの降水量の内、920mが河川流出し、残りの730mが蒸発しているとされ、流域水収支の中で蒸発の占める割合が大きい。
　また、放射状の谷に沿って多くの川へ雨が分散する為に、1本の川についての流量が少ないことから、渇水や干ばつが起こりやすい地域である。
　こうした地形と気候の特性から国東半島では、古くから人々が自然の中で生きる為の様々な智恵や工夫、数多くの伝統行事等を生み出してきたのではないかと推測する。
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＜学びの視点＞

※①／自然公園について調べる（自然公園法や地方条例、種類、県内の指定地域など）
※②／海陸風と山谷風について調べる
教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	○
	△
	◎
	◎
	×
	×
	×
	△
	◎
	○


3． 国東の生態系
（１）希少野生動植物とRDB（レッドデータブック）

大分県は、「大分県希少野生動植物の保護に関する条例（平成18年大分県条例第14号）第9条第1項により、県内に生息する“絶滅のおそれのある野生動植物の種”のうち、特に保護を図る必要があると認められた以下の種を指定した。国東市では、イワギリソウとカブトガニが対象になっている。

	
	分類群
	科名
	種名
	RD
	生育地

	
	
	
	
	大分県
	環境省
	

	植物
	種子植物
	ユリ科
	タマボウキ
	ⅠA
	ⅠA
	火山性草原（久住高原）

	
	
	イラクサ科
	チョクザキミズ
	ⅠA
	ⅠA
	大野川上流域（竹田）

	
	
	ニシキギ科
	ナガバヒゼンマユミ
	ⅠA
	ⅠA
	耶馬溪

	
	
	ユリ科
	ヒメユリ
	ⅠA
	ⅠB
	玖珠丘陵地、由布・鶴見

	
	
	イワタバコ科
	イワギリソウ
	ⅠA
	ⅠB
	国東半島

	
	
	キク科
	ヒゴタイ
	ⅠB
	ⅠB
	由布・鶴見・九重火山群、祖母山系

	
	シダ植物
	ホウライシダ科
	ホウライジャク
	ⅠA
	ⅠB
	本匠村小半鍾乳洞近くの崖面

	
	コケ植物
	ミズゴケ科
	オオミズゴケ
	準
	Ⅰ
	耶馬溪、津江、玖珠、九重火山群

	動物
	甲殻類
	カブトガニ科
	カブトガニ
	ⅠB
	Ⅰ
	別府（守江）湾、周防灘

	
	昆虫類
	タテハチョウ科
	オオウラギンヒョウモン
	ⅠB
	Ⅰ
	日田、中津、玖珠、九重、杵築、別府、由布、大分、竹田など

	
	
	シジミチョウ科
	クロシジミ
	ⅠB
	Ⅰ
	〃
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カブトガニ　　　　　　　　　　　　　イワギリソウ

（２）その他の生物について

生態系や動植物に関する調査は、費やす時間や労費が多いだけでなく、正確なデータとしてまとめることが極めて困難である。国東半島や国東市といった広域なエリアでの資料も少なく、平成５年に発刊された「国見町史」で紹介されている生物を挙げてみた。しかしながら、１７年もの歳月が絶っている為に、現在も生息しているかについては定かではないといえる。
①淡水性魚貝類
	魚類
	マゴイ、ニシキゴイ、カガミゴイ、ギンブナ、ゲンゴロウブナ、ウグイ、アブラハヤ、ドジョウ、シマドジョウ、ドンコ、マハゼ、カワアナゴ、トビハゼ、ウナギ、ナマズ、ゴンズイ、ギギ、メダカ、ヒメダカ、ブルーギル、テラピアなど

	淡水産節足動物
	テナガエビ、ヌマエビ、スジエビ、モクズガニ、ベンケイガニ、アカテガニ

	淡水貝類
	カワニナ、マメタニシ、マルタニシ、ジャンボタニシ、ドブガイ、カラスガイ、シジミガイなど


②両生類

	カエル目
	ニホンヒキガエル（ワクド）、トノサマガエル、ウシガエル、タゴガエル、ヤマアカガエル、ニホンアカガエル、ツチガエル、ヌマガエル、ニホンアマガエル、カジカなど

	サンショウウオ科
イモリ科
	ブチサンショウウオ、オオイタサンショウウオ、ニホンイモリ（アカハライモリ）

	淡水貝類
	カワニナ、マメタニシ、マルタニシ、ジャンボタニシ、ドブガイ、カラスガイ、シジミガイなど


③爬虫類
	カメ科
	ニホンイシガメ、クサガメ、アカウミガメ、ニホンスッポン、アカミミガメ

	トカゲ・ヤモリ亜目
	ニホントカゲ、ニホンカナヘビ、ニホンヤモリ

	ヘビ目
	アオダイショウ（クチナワ）、シマヘビ、ジムグリ（ジモチ）、シロマダラ、ヒバカリ、ヤマカガシ（カラスヘビ）、クロヘビ（ウシヘビ）、ニホンマムシ、エラブウミヘビ


④野鳥類
	生息域
	野鳥名

	中央山岳群等の森林
	（留鳥）シジュウガラ、ヤマガラ、エナガ、メジロ、オオアカゲラ、コゲラ、キジバト、ヤマドリ、サシバなど
（夏鳥）ホトトギス、キビタキ、オオルリ、センダイムシクイなど

（冬鳥）ジョウビタキ、ウソ、シロハラ、ミヤマホオジロなど

（夜鳴く鳥）フクロウ、トラツグミ等の留鳥、アオバズク、ヨタカ等の夏鳥

	丘陵地の野山
	（留鳥）キジ、ヤマドリ、ノスリ、セッカ、ホオアカ
（夏鳥）カッコウ

	田園・農耕地
・集落付近
	（留鳥）スズメ、ウグイス、トビ、コジュケイ、キジバト、ヒバリ、ヒヨドリ、モズ、メジロ、ホオジロ、カワラヒワ、イカル、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラスなど
（夏鳥）アオバズク、ツバメ、コシアカツバメ、ヨタカなど

（冬鳥）ビンズイ、タヒバリ、ヒレンジャク、キレンジャク、ジョウビタキ、ツグミ、カシラダカ、ミヤマホオジロ、タゲリなど

	水辺・海岸
	（留鳥）カイツブリ、ゴイサギ、コサギ、クロサギ、イソヒヨドリ、ミサゴ、イカルチドリ、シロチドリ、カワセミ、キセキレイ、セグロセキレイなど
（夏鳥）ササゴイ、チュウサギ、コチドリ、コアジサシ、オオヨシキリなど

（冬鳥）ヒメウ、ウミウ、ミミカイツブリ、カンムリカイツブリ、ダイサギ、アオサギ、マガモ、カルガモ、コガモ、ヨシガモ、ビロードキンクロ、ウミアイサ、ヒドリガモ、ハマシギ、イソシギ、クシギ、ユリカモメ、セグロカモメ、ウミネコ、ハクセキレイなど
（池・沼）オシドリ


⑤哺乳類

	ウシ科
	ニホンジカ、ニホンイノシシ

	イヌ科
	ホンドキツネ、ホンドタヌキ

	イタチ科
	ニホンアナグマ（ムジナ）、ホンドイタチ、チョウセンイタチ、ホンドテン

	ウサギ目
	キュウシュウノウサギ

	オナガザル科
	ニホンザル

	ネズミ科
	クマネズミ、ドブネズミ、ハツカネズミ、アカネズミ

	モグラ科
	モグラ、ヒミズ、ジネズミ

	コウモリ科
	ヤマコウモリ、アブラコウモリ


（３）「水田」をフィールドとした身近な生物から環境問題を考える
　国見町郷土史研究会が毎年発刊している『國見物語』は、主に歴史や文化、民俗等について多くの研究成果を見ることが出来る。その中にあって、同研究会に所属する末綱巖氏（鬼籠地区）は、生態系を守る稲作を続けながら、生物学の研究を実践されている貴重な人材である。
　末綱氏が報告（國見物語第２６集・第２７集）した国見町竹田津・鬼籠地区の水田における生態系の現状は、以下の通りである。※発刊は平成１９年６月・２０年４月
· 深田にいたはずのメダカ、タニシ、タガメ、トノサマガエルはいなくなっている。
· トノサマガエルは生息環境が大きく変化した為、田んぼからいなくなってしまった。
· 田んぼではツチガエル、ヌマガエルが圧倒的に多い。
· カエル類は大量の害虫を食べる役に立つ小動物である。
· ４５年程前までに生えていた水路のハンゲショウ、里道のオキナグサは絶滅した。

· セキショウは鬼籠川からなくなったが、竹田津川上流ではかろうじて自生している。
· モンシロチョウは激増したが、スジクロチョウは見かけない。

· アサギマダラは減少、トノサマバッタやイナゴは増加している。

· ジャンボタニシは幸いにまだ見かけない。

· 田んぼでウスバキトンボ、次いでアオイトトンボ、夏アカネはまだ多く見られる。

· ギンヤンマや糸トンボ類の羽化は見ることがない。

· トンボ類も益虫である。

· 多くの農家で「トンボが害虫なのか益虫なのか」を理解されていない。

· クモ類も益虫である。

· ホウネンエビは益にも害にもならない甲殻類であるが、代々「豊年エビ」と呼ばれ大事にしてきた。

· 明らかに益虫とされているカブトエビは、糸島郡のように活用すべきである。
· 子ども達に見せたい人気者のひとつがコオイムシである。（雄が背中に卵を背負い世話をする）

· 同じく人気者のタガメやゲンゴロウ類はいないが、タイコウチは確認した。

· タイコウチの成虫はメダカやオタマジャクシが大好物である。

· 鬼籠の集落の川口にはメダカの繁殖する条件が整っている。

· こうした小動物を保全することで、アオサギやシラサギが田んぼに居付く。

また、末綱氏によると田んぼの生物は、まだまだ多く存在し、調べれば調べるほど未知の分野が広がるとした上で、生物・水環境・里山・水辺で生きてきた人々の生活史に迫ることが最終のねらいであると締め括っている。
＜学びの視点＞

・「絶滅危惧種」「レッドデータ」について調べる

・生態系と食物連鎖について調べ、自分達に出来る環境保全の取組を考える
教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	△
	×
	◎
	◎
	×
	×
	×
	×
	◎
	○


４．国東の農林水産業
国東市の主な特産品

	農業
	林業
	水産業

	稲作、小麦、小ネギ、ミカン、ブドウ、イチゴ、メロン、ナシ、七島藺、葉タバコなど
	椎茸、梅
	タチウオ、タイ、アジ、フグ、キス、カレイ、タコ、イカ、サワラ、アブラメ、ホゴ、チヌ、メバル、スズキ、アナゴ、クルマエビ、タコ、ワカメ、ヒジキ、モズク、テングサ、ノリなど


（１）農業
　国東地方は、温暖な気候とあいまって多くの農作物が栽培されている。田は春から秋にかけて米をつくり、秋から春にかけて小麦や裸麦をつくるといった二毛作が主流であった。
　畑では小ネギ、ブドウやミカン、ナシ、イチゴ、メロンなどが産出額の多くを占めているが、国東ならではの特産品といえば、シットウ（七島藺）であろう。17世紀後半に琉球より豊後に伝えられたといわれ、明治時代には大分県は全国一の生産県となった。

　シットウ栽培は貴重な現金収入であったが、重労働であった為、昭和30年代を機にミカンなどの新たな商品作物へ移行する農家が増えてきた。
　ミカンも病気や虫に弱く、昭和40年代後半には価格が大暴落し、その後は減少していく。タマネギやニンニク、花やイチゴなど多様な商品作物へ変わっていくのである。

　ミカン栽培から大きく移行したのが小ネギであり、昭和50年代から大きく成長を遂げた。ハウス栽培を通じて収獲が可能なことや大分空港に近い地の利を活かして航空機で東京へ出荷したことが安定・成長の要因である。

（２）林業

　かつてガスがなかった頃には、山から採ってくる薪が重要な燃料であった。戦前から戦後まもなくまでは、山間地区で炭が盛んに焼かれていたが、燃料の変化などから、次第に炭焼きをする人は減少していくこととなった。炭焼きの減少と前後して増加したのが、椎茸栽培である。炭焼き用に植林したクヌギをそのまま椎茸の原木として利用できることから、椎茸は国東を代表する産物に成長した。

＜学びの視点＞

・農業における問題や課題について調べる


[image: image5]

教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	○
	×
	◎
	◎
	×
	×
	×
	◎
	◎
	○


（３）水産業

国東市の北部は多くの入り江を有して変化に富み、南部は単調な海岸線を形成している。沿岸地先には良好な天然礁が多く点在している。国東半島海域は、豊後水道から流入してくる外洋系水と周防灘から南下してくる内海系水との接触域にあたるため、各種魚類の回遊路になっており、豊富な漁業資源に恵まれている。このため中高級魚を対象とした刺網、釣、はえなわ、船びき網等の漁船漁業が盛んである。養殖業では、クルマエビ養殖が国見町・安岐町で、ワカメ養殖が国見町で営まれてきた。

東国東郡の伝統的漁具漁法

	
	漁法名
	行っていた漁協
	漁獲物
	経過

	1
	地引網漁業
	富来・国東町・武蔵町・安岐町漁協
	イワシ、コノシロ、ボラ、
スズキなど
	漁業としては衰退したが、昭和50年代後半から観光用として復活

	2
	タイ1そう
ローラーごち網漁
	姫島村・富来・武蔵町・安岐町漁協
	タイなど
	明治時代末期に山口から姫島に導入。昭和27年頃から機械を使ったローラーに変わる。

	3
	タイしばり網漁業
	姫島村・安岐町漁協
	タイ
	明治42年に姫島で導入されたが、乱獲の要因になることで大正2年に禁止。安岐町では昭和20年頃まで行われた。

	4
	キス流し刺網漁業
	管内全漁協
	キス、エソ
	昭和38年頃に姫島と安岐町で導入。

	5
	サワラ流し刺網漁業
	管内全漁協
	サワラ、サメ
	明治時代に国東の漁業者が導入。

	6
	クルマエビ流し刺網漁業
	国見町・姫島村・富来・国東漁協
	クルマエビ
	昭和50年に姫島で導入。

	7
	沖建網漁業（磯建網）
	管内全漁協
	マコガレイ、イシガレイ、メイタガレイ、コウイカ
	昭和30年前後に導入。

	8
	建干網漁業
	国見町・姫島村漁協
	ボラ、スズキ、チヌ、カレイ、ガザミ、イカなど
	漁業としては衰退したが、昭和50年代後半から観光用として復活

	9
	タイはえなわ漁業
	国見町・姫島村・国東町・安岐町漁協
	タイ、キジハタ、アイナメ
	かなり古くからある伝統漁業。

	10
	フグはえなわ漁業
	管内全漁協
	トラフグ、サバなど
	昭和50年代後半より普及したが乱獲の要因になることで平成3年9月以降禁止された。

	11
	タチウオこぎ釣漁業
	管内全漁協
	タチウオ、エソ、グチ、クロソイ
	昭和40年代に広島より導入、東群の主漁業に発展。

	12
	タチウオはえなわ漁業
	国見町・姫島村・富来・国東町・武蔵町漁協
	タチウオ、トラフグ、サバフグ
	こぎ釣の2～3年後に導入、東群の主漁業に発展。

	13
	スズキ釣漁業
	管内前漁協
	スズキ、ヒラメ
	昭和49年頃導入。

	14
	タコ釣漁業
	管内全漁協
	マダコ
	尾道から導入され昭和40年代まで行われたが、様々な理由で衰退

	15
	たる流し漁業
	管内全漁協
	トラフグ、タチウオ
	平成4年、ふぐの浮きはえなわが禁止されたことから普及

	16
	タコつぼ漁業
	管内全漁協
	タコ、アナゴ
	江戸時代から行われていた。

	17
	潜水器漁業（ヘルメット）
	国見町・姫島村・富来・武蔵町漁協
	タイラギ貝、ミルクイ貝
	昭和38年に国見町に導入、資源減少により衰退。

	18
	マテ突漁業
	富来・国東町・武蔵町・安岐町漁協
	マテ貝
	明治時代から行われていたが、昭和40年代に消滅。


＜学びの視点＞

・資源に負担が大きい漁法と少ない漁法の違いについて学ぶ

・養殖で育てられる魚種について調べる（生産地の環境・育生年数・流通など）
教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	○
	×
	◎
	◎
	×
	×
	×
	◎
	◎
	○


５．国東の住居
屋敷と建物

屋敷内には生活の場である母屋を中心にして、いくつかの建物が付随している。そうした建物には、シノヤ・ナヤ（納屋）、蔵、便所、マヤ（馬屋）などがある。このうち便所は、かつては外便所が一般的であったが、近年では屋内に設けられている。しかし現在でも、外便所は使用されていることも珍しくなく、大小の便所が一つの建物になっている場合や、シノヤや母屋の一画にあるなどしている。

シノヤは仕事をする家と、農具置き場とする家、両者を兼用とする場合とがあるほか、平屋・二階建造りの別がみられる。畳表を織ったり、藁仕事をしたり、農具・漁具・飼料としての藁などを保管していた。二階建ての場合は、生活用具を保管したり、来客があった場合の宿泊部屋として使われていたようである。マヤ（馬屋）とは牛馬の飼育場の事を指すが、家畜の減少に伴い、用途も多様化している。
農家の母屋はニワ（土間）と板敷きで形成されているが、現在では土間部分が著しく減少している。

また、床の間には神仏を祀る神棚と仏壇がある。家々の神は棚を作らず、床の間に幣束やお札を置き、背後に天照皇太神宮、宮地嶽三柱神社などの掛け軸をかけるという形態が多く見られる。神棚と仏壇は柱一つ隔てて隣り合っている配置形態も、国東半島では一般的である。

国東地方にみられる農家の家屋
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ニワでの食事づくり、クドでご飯を炊く体験　　　　　ナヤでの竹細工体験
＜学びの視点＞

・農村家庭で家の由来や離れ・小屋・蔵などの使われ方を聞いてみる

・農村家庭の神棚や仏壇、信仰の考え方などについて聞いてみる

教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	◎
	×
	×
	◎
	×
	×
	×
	◎
	◎
	×


６．国東の宗教に関わる行事

　国東半島は六郷満山文化に代表されるように、多神教的な日本人の特性が顕著に現れている。大まかには「原始信仰」「氏神信仰」「仏教」「修験道」「キリスト教」「民間信仰」などに分類されると共に、数多くの伝統行事が行われ続けている地域であるといえる。

お大師様とお接待

　数多い伝統行事の中でも、最も庶民の暮らしに根付いており、半島全体に浸透しているのが弘法大師への信仰とお接待である。大分県だけでなく、福岡県・長崎県・宮崎県でも行われている。弘法大師（通称：オコボウさま）を祀り、共同飲食する行事である。主には旧暦の3月21日（または新暦の4月21日）と旧暦の7月21日（または新暦の8月21日）に行われることが多く、「春のお接待」「夏のお接待」として人々に親しまれている。そして、これらは弘法大師の命日や縁日とされている。

　現在では、夏を省き、春のみ行っているところがあるが、その理由としては勤め人が増えて休みが合わせづらくなったことや高齢化が進み各人の負担が大きくなったことなどが挙げられている。

　お接待を行う場所を大別すると、寺院の本堂、集落内にある堂宇、地区の公民館、個人の家に分けられる。いずれの場合もオコボウさまと言われる木や石でできた弘法大師像を祀るのだが、このオコボウさまが共同で所有・管理する場合や、個人で所持する場合などがあり、地区の事情などでお接待をする会場も変わってくるというものである。

　また、お接待には必ずと言っていいほど祭壇が設けられ、そこにオコボウさまが置かれて数々の供え物が並ぶ。お接待に訪れた人々（子ども達が主である）は賽銭箱に1円から10円ほどの賽銭を入れて、オコボウさまに手をあわせる。参拝者には、料理（春は切り干し大根や山菜がはいったチラシ寿司・混ぜご飯、夏は山菜うどんや素麺）やお菓子が振舞われる。

　地区によって訪れる人の数は異なるが、多いところでは200～300人分、少ないところでも50人分の用意をして備えるという。

　また、春や秋の決まった日だけでなく、様々な祭りやイベント行事においても、お接待という名目で料理を振舞う慣習が根付いているのも国東半島独自の文化である。
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＜学びの視点＞

・人々の「集い」にはどのような意味や効果があるのか考えてみる

・（九州内であれば）自分達の住む町のお接待について調べる

・農泊家庭では、どのようなお接待を行っているのか調べる、振舞料理をつくってみる

教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	◎
	×
	×
	◎
	×
	×
	×
	◎
	◎
	○


７．国東の食事
普段の食事

　今日では、朝食・昼食・夕食の１日三食の食事が基本であるが、農家の場合、農作業の忙しい春から秋にかけての時期は、午前十時頃、午後三時頃の１日二回のコビリ（地区によってコビル、オコビリ等とも呼ぶ）が加わり、都合五回の食事が一般的であった。食事の場所は、三食ともに母屋内の土間に近いナイショと呼ばれる部屋でとることが一般的であった。但し、朝食は家から遠く離れたところの田畑に行く場合や、山仕事などに弁当を持参し、野良・山でとることもあった。　昭和10年頃までは、食器を入れた箱膳（二段の引き出し付きのもの）を使用していたらしいが、これは男性用であり、女性が使うことがなかったという。

　主食は麦ご飯（麦飯）が一般的で、朝食にはそれに一汁一菜（味噌汁と漬物）といった簡素なものであった。昭和35年頃の「農林業センサス」によると、国東地方の麦ご飯は米の占める割合が、五割以上九割未満が全体の89.7％、五割未満が7.4％であったという。今日のように健康食として食べるというよりは、水田が少ない山村や漁村を中心に、七島藺の栽培が盛んであった平地のムラでも米は貴重なものであったことが推測される。他にも稗や粟の代用、具に芋・大根の葉を入れたおかゆやオジヤ、オドロ（うどん）、ダンゴ汁など米の消費量を減らす工夫がなされていた。
　漬物では、味噌漬け・オコンコ（沢庵）・糖漬け・高菜漬け・梅干しなどが多く、近年になり奈良漬け・キューチャン漬けなどが普及した。
　蕗・タラノメ・ぜんまい・ワラビ・筍などの山菜もおかずとしては重要なものであり、酢の物や佃煮・煮しめにするほか、ご飯に入れて炊くことがあった。塩漬け或いは乾燥地で保存することも多かった。

　大豆はどの農家でも栽培しており、主として味噌作りに使っていたが、国東市内では大豆を用いた料理が多く生まれているのも特徴である。

　漁家では、3月から4月にかけてワカメを使った料理のほか、アジ・エイ・タイ・エソ（すり身）が一般的な副食であったようだ。
　コビリは農作業の間食であるが、労働をするうえでのエネルギー補充の意味を持っている。そのため、オニギリやフクレマンジュウ（小麦粉）、石垣芋、蒸し芋、オンコロモチ（薩摩芋）など腹を満たす食べ物が主であった。いずれも田植え・稲刈りなどの作業中に食すため、素手で食べられるものが多い。コビルを運ぶ容器は木製のモロブタや取っ手と蓋のついた籠を用いていた。
　一方、子ども達のおやつとしても空腹を満たす蒸し芋や焼きおにぎり、あられ、かきもちの他、柿・アケビ・桑の実・ビワ・トウモロコシなど果実が多かった。

　農泊活動においては、『コビリ』でなく『おやつ』という認識の方が強い。
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昭和30年頃のコビリ風景　　　　　　何故、このような食事形態なのかを理解するのも学習要素のひとつ
晴（ハレ）の食事

　国東地方においては麦ご飯・稗・粟などが主食であった頃は、「一番のご馳走は白いご飯（白米）であった」とか、「餅やおこわ（赤飯）は子どもの頃は、年に数回しか食べられなかった」と伝えられており、晴の行事では特に餅や赤飯が重要視されてきた。

　コビリは前述したように農家の食事の形態であるが、国東市の地区の中には田植えの時期に、寿司・おこわ（赤飯）・炭酸饅頭・石垣芋・柏餅を出すという風に、いわゆる「儀礼食」として出されているところもある。これは田植えが神事に近い行事であるという云われである。

年間行事と食の関連
	暦
	食事

	1月1日・3日（正月）
	雑煮（醤油味）、白米
おせち料理（主に煮物や煮豆）、豆腐（お客様用）

	1月7日（七日正月）
	七草粥（芹や大根の葉など青い葉であればよい）

	1月11日（帳開き、鏡開き）
	おしるこ、ぜんざい、供えた餅を焼くなど

	1月15日（小正月、餅正月）
	あられ、かきもち、新たに餅を供える

	1月20日
	フクゾースイ（福雑炊）

	3月3日（雛祭り）
	桃の木を家に活け、紅白餅を配ったり団子をつくる

	春の彼岸
	仏様に餡子餅を供える

	4月上旬
	オコモリ（神社での花見に料理を持ち寄る）

	4月（お接待）
	寿司、餅、混ぜご飯（ワラビ）、素麺、芋練り

	5月5日（節句）
	柏餅

	田植え後
	サナブリ（各家でご馳走を食す。白いご飯とサバの煮付けなど）
ノロヨカイ（農作業を3日間休み、牡丹餅を作る）

	7月7日
	田誉め（五穀豊穣と虫除けを願い炭酸餅や餡子餅を食す）

	8月13日（盆迎え）
	墓前に精米・団子・生菓子・ホオズキ・水・線香を供える

	8月15日（盆送り）
	お料具（白米・汁物・オヒラ・酢物・オツボやノッペイ）を供える

	9月9日（栗節句）
	五穀豊穣を祈願し栗ご飯を食し、近所に振舞う

	9月13日（お月見）
	炊いた里芋と茹でた栗、米粉でつくった団子を供える

	10月（亥の子の日）
	餡子餅と草餅をつくり供える

	12月22日（冬至）
	カラスノツイタチ（早朝、カラスが鳴かない内に子ども達を起こして赤飯のおにぎりを食べさせた）
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ハレの日の食事風景　　　　　　　　柏餅（カカラモチとも呼ばれる）
＜参考文献から＞

昭和63年に大分合同新聞社が発行した「大分の伝統料理」では、以下のような伝統食（郷土料理）が紹介されている。興味深いのは、隣接する豊後高田市や香々地町、真玉町、宇佐市、杵築市などと、食文化が似ている点であり、①・②のような「御接待」「六郷満山文化」などと密接な関係を持って継承・発展したものと推測される。

「大分の伝統料理」で紹介されている伝統食

	
	春
	夏
	秋
	冬

	国見
	
	①手打ちうどんとけんちゃん
	
	

	国東
	②茶粥
	③子養いすすりだんご
	
	

	武蔵
	
	④茄子と苦瓜のおらんだ
	
	

	安岐
	
	
	⑤しぐれ紅葉、梅園吸物汁
	

	国東
以外
	香々むすび（宇佐市）

芋ねり（豊後高田市）

蛤の雑炊（真玉町）

マテ貝の浜焼き（真玉町）

煎り大根（香々地町）
	蟹豆腐（杵築市）

堂祭り料理（豊後高田市）
イギスの酢味噌かけ（真玉町）
	いもきり（香々地町）

エソの団子汁（豊後高田市）
	ゴ汁（宇佐市）
ほし葉飯（庄内町）

うれしの（杵築市）
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①手打ちうどんとけんちゃん（旧：国見町地区上櫛来婦人会）　②茶粥（旧：国東町地区、紹介者：小川農産加工所の岡チキさん）
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③子養いすすりだんご（旧：国東町地区城川生活改善センターの神田沖子さん）　　④茄子と苦瓜のおらんだ（旧：武蔵町地区丸小野）

[image: image24.jpg]


　⑤しぐれ紅葉、梅園吸物汁（旧：安岐町地区）
　県内でも多く組織された生活改善センターが地域の伝統食について様々な記録を残している。大分県と共に監修した2冊の文献から東国東郡（国東市を含むエリア）のものをピックアップした。
「ふるさとの味」で紹介されている伝統食

	
	東国東地方

	第1章：手づくりの味
	里芋のからし和え、いぎす、てんや、うちいれ、うれしの、かきまぜそば、やせうま、つき返し

	第2章：

素材別
	ご飯もの・お米
	椎茸めし、椎茸寿司、しそずし、すすりだんご、つきかえしもち

	
	麦類
	大豆粉入はったい粉

	
	芋類
	田舎大福、芋あん入りおもち、まきもち、ぜんまいのとろろかけ、山かけそば

	
	大豆・豆類
	呉の粉豆腐、大豆入りだんご汁、大豆粉のかまぼこ

	
	加工・保存食品
	もろみ、らっきょう漬、ハリハリ漬、椎茸のキンピラ、ワカメと椎茸の佃煮、のりの佃煮（干しのり）、ワカメの佃煮、干しわらび、梅ジュース


「くにさきの味」で紹介されている伝統食

	
	地区名
	料理名
	団体名

	1
	国見町
	大豆のぎすけ煮
	どんぐり会、さつき会

	2
	
	ポークビーンズ
	あすなろ会

	3
	
	しょうゆ豆
	どんぐり会

	4
	
	大豆そぼろ
	橘会

	5
	
	呉の粉豆腐
	末広会

	6
	
	呉の粉天ぷら
	東中グループ

	7
	
	呉の粉のごぼう巻き
	みのり会

	8
	国東町
	五目豆
	仲よし会

	9
	
	大豆コロッケ
	小川グループ

	10
	
	大豆入り肉だんご
	あはず会

	11
	
	おからだんご
	なぎさ会

	12
	
	呉の粉のかまぼこ
	小川グループ

	13
	武蔵町
	呉の粉のハンバーグ
	くすの木会

	14
	安岐町
	大豆の五色豆
	七郎グループ

	15
	
	大豆の梅酢漬け
	橋上グループ

	16
	
	おからの油炒め
	白菊会

	17
	不明
	呉の粉のかば焼き風
	不明


＜学びの視点＞
・地域で育つ野菜や穀物、海で獲れる魚介類・海藻と調理実習
・宗教的・歴史的背景を持った伝統食の理解

教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	○
	×
	○
	◎
	×
	△
	×
	◎
	◎
	×


８．国東の民謡
古くから伝わる民謡は、その地区の生業や当時の社会・生活背景を表現したものが多く、貴重な資源である。国東市には、様々な民謡が残っている。
（１）ものすり唄

国東地方で“ものすり”と呼ばれる粉ひき作業に歌われた唄。ものすりは、嫁入り前の娘たちの仕事で、臼の回転をあわせるため声をそろえて歌われていた。夜なべ仕事での娘たちの歌声は、“すらせておくれ”と男の若い衆を呼び寄せるきっかけともなり、ものすり場は、若い男女の出会いの場でもあった。※姫島にも同じ名前の民謡があるが内容は異なるものである。

（２）マテ突き唄
国東町北江地区にあった珍しい漁法「マテ突き漁」で歌われていた唄。マテ突き漁は、1月から3月にかけて、沖合いの大型のマテ貝を獲る漁。総重量25kgにもなる鉄針つきの漁具を操りながら一日中北風の中で行われる作業。疲れと寒さを紛らすために歌われた。全国でもあまり類を見ない三拍子の作業唄である。

（３）亥の子の歌

　武蔵地区では、「イノコ」と呼ばれる旧暦の10月の「亥の子の日」に子ども達が行う伝統行事がる。大きな石を縄で括り、各家の庭や玄関前に叩きつけるもので、五穀豊穣や家内安全を祈願するものである。担い手は男児に限られており、小学3年生から6年生が担うことになっている。この内、サイリョウと呼ばれる御幣を持った子がおり、「亥の子の歌」を歌った。昭和10年頃まで行われていた。

[image: image25.jpg]


　[image: image26.jpg]



＜学びの視点＞
・自分達の暮らす地域に伝わる民謡とその由来について調べる

・農泊家庭に伝わる民謡とその由来について尋ねる
教科との関連
	国語
	算数
	理科
	社会
	音楽
	図工
	体育
	家庭
	総合
	道徳

	◎
	×
	×
	◎
	◎
	×
	×
	○
	◎
	×


９．国東の民話・昔話
　2004年度に大分県東国東地方振興局と地元有志によって行われた「東国東のむかしばなし」説明版設置事業では、国東地方に伝わる様々な民話や昔話を大分の方言で再編集し、人々が集まりやすい拠点で紹介している。地区内の散策や温泉に行く際などで活用できると思われる。
	No
	地区名
	昔話名
	民話板設置箇所

	1
	国見
	西行もどしの話
	湯の里渓泉

	2
	
	西の高野の話
	

	3
	
	あまんじゃくのビキ太郎
	権現崎

	4
	
	たこの足切り太郎いわ
	

	5
	
	たいの芽
	向田海水浴場

	6
	
	ぶすの話
	

	7
	
	こうの鳥の恩返し
	伊美港

	8
	
	狸と焼け石
	

	9
	国東
	さるのなかだち
	岩戸寺

	10
	
	ねこの恩返し
	

	11
	
	文殊の智恵
	富来港

	12
	
	熊公の仕事さがし
	

	13
	
	先に行った歳神様
	道の駅くにさき

	14
	
	がわたろう祭り
	

	15
	
	力くらべ
	いこいの村くにさき

	16
	
	だまされた人形芝居
	

	17
	武蔵
	蛇谷の大蛇退治
	中武蔵支所

	18
	
	北向き薬師
	

	19
	
	とんだたころばち
	中央公民館駐車場

	20
	
	五作とがわたろ
	

	21
	
	タイの大飯ぐらい
	大分空港展望公園

	22
	
	弘法井戸
	

	23
	安岐
	梅園をうならしたこわろ
	三浦梅園旧宅

	24
	
	竹の笹にお米が実った話
	

	25
	
	話千両
	安岐ダム公園

	26
	
	サル地蔵
	

	27
	
	相対（あゆ・たい）の喧嘩
	

	28
	
	どん助と絵姿おかみ
	

	29
	
	カッパの恩返し
	安岐町コミュニティ広場

	30
	
	座頭せんぺえ火事もある
	


国東市内の農家民宿分布図と「ほとけの里民話説明版」の配置
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湯の郷渓泉で紹介されている民話板　　　　　　　　　　権現崎（道の駅くにみ）で紹介されている民話板
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武蔵中央公民館駐車場で紹介されている民話板　　　　　安岐コミュニティ広場で紹介されている民話板
１０．国東で行われていた子どもの遊び

　過疎化により幼児・児童の減少が進み、大勢の子どもが戸外で遊ぶ姿をみかけなくなった。昔は学校から帰ると、肩下げカバンを放りだし、そのまま遊びに出たものである。
近所には子どもが多く、その中で自然に気の合う者同士が集まり、子ども社会を形成していた。遊び場は近所の空地、野原、お宮のツボ、稲刈りの済んだ田んぼ、海や川、山などであった。

　子どもの遊びにはおのずから四季の移り変わりが反映し、雨や風が強い日には室内遊びをするなど、自然の中で自然と共に生きている感じがあった。
	分類
	遊びの種類

	正月・冬の遊び
	凧あげ、ごま（独楽）まわし、ねんがり、羽根つき、まりつき、はま弓、ウッツメ、ゴム銃、雪だるま、雪合戦、せりんぼ、お手玉、カルタ、すごろく、トランプ、しりとり、なぞなぞ、言葉遊び、じゃんけん打ち、あやとり、折り紙、昔話

	春の遊び
	潮干狩り（アサリ、マテ貝、トリ貝、マル貝、オノ貝、蛤、など）

ツワブキ採り、ワラビ摘み、シジミ採り、ツバナ採り

	夏の遊び
	イチゴ・桑の実採り、ヤマモモ採り、ジョウラ（コガネグモ）の喧嘩、水泳、さで網、建干し、蛍とり、水鉄砲、しゃぼん玉、ほおずき鳴らし、セミとり

	秋の遊び
	うちえ（パッチン）、相撲、杉鉄砲、紙鉄砲、木の実とり（アケビ、ウベ、山葡萄、シャシャブ、イヌビワ、サルナシ、秋グミ、マキの実、シイの実、山グリ）、

ドングリゴマづくり

	家事の一端
	子守り、たきもん取り、貝掘り、ナバ取り

	鬼ごっこ
	カクレンボ、メカクシ鬼、ジョウリカクシ、オニミソルールなど

	男の子の遊び
	戦争ごっこ、チャンバラ、うちえ、凧あげ、ゴマまわし、とりこ、ねんがり、竹馬、馬乗り、影ふみ、竹とんぼ、石けり、陣とりなど

	女の子の遊び
	かごめかごめ（人当て鬼）、はないちもんめ（子もらい遊び）、せっせっせ（手合わせ遊び）、縄とび、紙ふうせん、ムクロジの実遊びなど
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ものすり唄（国東市）





一．おばんすり来た


すらせておくれよ


おばんすりましょ


夜明けまで


（ドッコンショーノ


ヨーイヨナー）





二．おばんすり来て


すらんよなやつはよ


いんでくたわけ


朝のため





　三．こしゃくいうやた


　　　たけんかわぇつつぅじよ


　　　水のではなにゃ


　　　かわぇながせ





　四．入れてください


　　　かゆくてならぬよ


　　　わたし一人は


　　　かやの外








マテ突き唄（国東市北江）





アラ　ヤレコラ


　　　ヨーイヨーイヨーイ


　　アラ　豊後北江のヨーイ 


　　マテ突き音頭ヨーイ


（アー　ドッコイショー


ドッコイショー）


　　　アラ　あとが続けばヨーイ


　　　　皆勇むヨーイ


　　（アラ　ヤレコラ


　　　　ヨーイヨーイヨーイ）





二．アラ　いやじゃかかさんヨーイ


　　　マテ突きゃいやじゃヨーイ


　　アラ　色は黒なるヨーイ


　　　腰ゃまがるヨーイ





　三．アラ　泣いてくれるなヨーイ


　　　　出船の艫でヨーイ


　　　アラ　烏鳴いてさえヨーイ


　　　　気にかかるヨーイ 





　　　　　　　　（※八番まである）


　








亥の子の歌（国東市武蔵）





亥の子　亥の子　


亥の子餅搗かん者は


鬼を生め　蛇生め


角ん生えた子生め


今日は天竺我が朝に


雲のえばりをつく人は


一つや二つは祝いのもの


三つとついて御慶とせ


左様　左様　…





亥の子　亥の子　


亥の子餅搗かん者は


鬼を生め　蛇生め


角ん生えた子生め


これんこれん屋敷は良い屋敷


南下がりの北上がり


ほうぼう作は


八千代　千も万も


左様　左様　…








マヤ


（馬屋）





シノヤ・ナヤ


（納屋）





奥の間


（寝室）





大便所





ナイショ


（食事）





床の間


・座敷





ニワ


（土間）





イノマ


（居間）





トコ（神棚）→





母屋





仏壇→





押入→





←クド（釜）





←セキタンバコ





←井戸





←風呂





ニワノイリグチ↑





例；蜂による受粉


メロンやスイカは、花が咲くとハウスの中に蜂の巣箱を置く。蜂は一週間から10日間でまんべんなく受粉してくれる。最近では、花粉交配用のミツバチが不足しており、果実農家の間では深刻な問題になっている。農薬やスズメバチの増加が原因とされているが、ドイツのランダウ大学では携帯電話などの無線端末も影響を与えていると発表した。





両子山





海陸風（昼）





山谷風（夜）











国見地区：16軒


受入人数：80名





国東町地区：6軒


受入人数：29名








安岐町地区：3軒


受入人数：12名





武蔵町地区：1軒


受入人数：4名








離れ




















安岐町地区：3軒


受入人数：12名





武蔵町地区：1軒


受入人数：4名





国東町地区：6軒


受入人数：29名





国見地区：16軒


受入人数：80名





★伊美港





★権現崎





★向田海水浴場





★岩戸寺





★湯の郷渓泉





★いこいの村国東





★安岐町コミュニティ広場





★三浦梅園旧宅





★道の駅くにさき





★安岐ダム公園





★大分空港展望公園





★中央公民館駐車場





★中武蔵支所





★富来港








